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１ はじめに 

 (1) 背景・目的 

  ア 背景 

日本の総人口は，平成２０年の１億２，８０８万人をピークに減少局面に入

っており，令和６年１０月１日時点で１億２，３８０万２千人となっています。

国立社会保障・人口問題研究所の推計によると，今後は，長期的に人口減少が

進み，令和３８年には，９，９６５万人と１億人を割ることが予測されていま

す。 

一方で，東京圏では，転入数が転出数を上回る転入超過が続いており，人口

の一極集中が拡大する傾向にあります。 

こうしたことから，地方では，若年層（特に女性）を中心とする大都市への

人口流出による転出超過と，若年層の減少による出生数の減少により，大都市

に比べ人口減少が早く進行しています。 

こうした中で，国の「地方創生２．０」の基本的な考え方においては，今後，

人口減少のペースが緩まるとしても，当面は人口・生産年齢人口が減少すると

いう事態を正面から受け止めた上で，人口規模が縮小しても経済成長し，社会

を機能させる適応策を講じていくとしており，一極集中を更に進めるような政

策の見直しなどに取り組むこととしています。また，こども未来戦略を取りま

とめるとともに，こども家庭庁を設置し，少子化対策に積極的に取り組むこと

としています。 

  イ 目的 

呉市の人口は，昭和５０年の３１万人（平成１５年から平成１７年までに合

併した近隣８町を含む。）をピークに減少が続いており，国や広島県と比べて

早い時期に人口減少への転換期を迎えています。呉市の人口が減少を続ける中，

これまで，呉市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定し，各部局が取組を進

めてきましたが，令和７年３月末時点で呉市の人口は２０万人を下回っており，

人口減少を緩やかなものにするため，人を惹きつけるまち「くれ」の実現に向

けた戦略的な取組や部局横断的な取組を，全庁を挙げて進めていく必要があり

ます。 

こうしたことを踏まえ，令和７年４月に設置した「呉市人口戦略対策本部」

において議論を重ね，人口減少対策につながる「呉市長期総合計画に基づく呉

市人口戦略プラン」（以下「呉市人口戦略プラン」といいます。）を取りまとめ

ました。 

今後は，呉市人口戦略プランに基づいて，効果的な施策を全庁的に行うこと

で，人口減少を緩やかなものにするとともに，人を惹きつけるまちを目指して

いきます。 
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 (2) 位置付け 

呉市人口戦略プランは，「第５次呉市長期総合計画後期基本計画」の取組の中

から，人口減少対策につながるものを体系的に取りまとめたもので，同計画のア

クションプランとして位置付けます。 

 

【呉市人口戦略プランと第５次呉市長期総合計画後期基本計画の関係】 

 

 (3) 計画期間 

「第５次呉市長期総合計画後期基本計画」の計画期間である令和８年度から令

和１２年度までを呉市人口戦略プランの計画期間とします。 

  

●将来都市像

誰もが住み続けたい，行ってみたい，人を惹きつけるまち「くれ」

●五つの未来の姿

①質の高い生活が実現されるスマートシティ「くれ」

②新たなチャレンジでビジネスチャンスを生み育てる「くれ」

③都会にはない心地よい暮らしが人々を惹きつける「くれ」

④災害に屈しない強靱なまち「くれ」

⑤ＳＤＧｓを通して豊かな未来を創る「くれ」

第５次呉市長期総合計画 基本構想

後期基本計画

（まち・ひと・しごと創生総合戦略）

構成事業集

呉市人口戦略プラン

●将来都市像，五つの未来の姿は，第

５次呉市長期総合計画基本構想と同一

※後期基本計画の中から，人口減少対策

につながる施策を取りまとめ
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２ 人口減少の現況分析 

 (1) 全国的な傾向 

  ア 人口動態 

   (ｱ) 人口減少 

日本の総人口は，平成２０年をピークに減少局面に入っており，特に， 

１４歳以下人口と１５～６４歳人口が大きく減少している。 

【人口の推移と長期的な見通し】 

 
総務省「国勢調査」，国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和５年推計）」をもとに作成 

 

   (ｲ) 東京一極集中 

昭和２５年代以降の人口移動の動向をみると，高度経済成長期には三大都

市圏に人口が流入していたが，昭和４５年代以降は，長期的な東京一極集中

が続いている。 

【三大都市圏・非三大都市圏の転入超過数の推移】 

 

総務省「住民基本台帳人口移動報告」をもとに作成 
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  イ 結婚・出産・子育て 

   (ｱ) 出生数の減少と合計特殊出生率の低下 

日本の合計特殊出生率は長期的な減少傾向にあり，令和６年に過去最低水

準の１．１５となった。 

また，出生数をみると，令和６年に過去最少の６８万６千人となっている。 

 

【出生数と合計特殊出生率の推移】 

 

厚生労働省「人口動態調査」をもとに作成 
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（S46～S49年）
最高の出生数
2,091,983人

H６年
合計特殊出生率
1.50

H17年
合計特殊出生率
1.26

R６年
最低の出生数
686,061人

R６年
最低の合計特殊出生率
1.15



5 

   (ｲ) 未婚率の上昇 

２０代以降の各世代とも未婚者の割合が上昇している。これまで，未婚率

の上昇の主な原因として晩婚化（結婚年齢の上昇）が挙げられてきたが，近

年では，非婚化（５０歳時の未婚者割合の上昇）も大きな要因となっている。 

【年齢別未婚率の推移（上：男性，下：女性）】 

 

 

総務省「国勢調査」をもとに作成 

【性別生涯未婚率の推移】 

 
国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集（2025 年版）」をもとに作成  
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 (2) 呉市の人口減少の実態 

  ア 出生数と転入数の減少 

呉市の人口動態の推移をみると，自然動態については，出生数が長期的に減

少していることに加え，死亡数も増加傾向で推移している。この結果，死亡数

が出生数を上回る「自然減」の状態が続いており，自然減の幅も拡大傾向にあ

る。 

社会動態については，転出者数はほぼ横ばいで推移しているものの，転入者

数が減少傾向にある。この結果，転出者数が転入者数を上回る「社会減」の状

態が続いており，社会減の幅も拡大傾向にある。 

 

【年齢３区分別人口推計と将来推計】 

 

 

  

令和２年以前は,総務省「国勢調査」,令和７年以降は, 国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計

人口（令和５年推計）」をもとに作成 
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【出生者数・死亡者数の推移】 

 
厚生労働省「人口動態調査」をもとに作成 

 

【転入者数・転出者数の推移】 

 
総務省「住民基本台帳人口移動報告」，厚生労働省「人口動態調査」をもとに作成  
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  イ 若年層の転出超過 

呉市における令和５年の年齢別転出入の状況をみると，１５～１９歳の男性

が転入超過となっているものの，２０～２９歳では，男女ともに転出超過が大

きくなっている。また，１４歳未満や，その親世代と考えられる３０～４０歳

代においても，男女ともに転出超過となっている。 

 

【年齢別転出入人口移動】（「人口ビジョン（呉市）」より転載）

 

総務省「住民基本台帳人口移動報告」（令和５年１～１２月）をもとに作成 
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  ウ 社会減と自然減の関係 

広島県内市町の「平成２６～３０年の社会増減率（横軸）」と「令和元～５年

の自然増減率（縦軸）」の関係を示したグラフをみると，過去の社会減率が大

きい市町ほど，近年の自然減も大きいという相関関係がみられる。 

このことから，長期間にわたる若年層の社会減が「人口再生産力」の低下（出

生数の減少）をもたらし，高齢化による死亡数の増加と併せて自然減を拡大さ

せ，人口減少に影響していると考えられる。 

呉市の社会減と自然減の関係をみると，自然増減率は，県内市町の中で中位

に位置しているものの，社会増減率は県内市町の中で低いグループに位置して

いる。過去の社会減が近年の自然減に影響を与えていると考えると，社会減率

が大きい呉市では，将来的に自然減率がさらに拡大する可能性がある。 

【過去の社会増減率と近年の自然増減率の関係（日本人）】 

※平成２６～平成３０年の社会増減率を横軸，５年後となる令和元～令和５年の自然増減率

を縦軸にとり，県内市町の位置をグラフ化したもの。 

※両者の相関性が高いことは，過去の社会増減が原因となり，近年の自然増減に影響を与え

ている可能性が高いことを示している。 

 

 

総務省「住民基本台帳に基づく人口,人口動態及び世帯数」（平成２６～令和５年）をもとに作成  
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  エ 若年女性の減少 

平成２７年の１５～３４歳の女性人口について，令和２年までの５年間の定

住率と転入率（※）の関係を示したグラフをみると，呉市を含む多くの県内市

町では，定住率と転入率の合計が１００％を下回っており，平成２７～令和２

年の５年間で，国内の人口移動によって人口が減少している。 

呉市についてみると，定住率は県内市町の中で比較的高いグループに位置し

ているものの，転入率は特に低いグループに位置している。このことから，呉

市の若年女性の減少の要因は，定住率よりも転入率にあることが考えられる。 

 

（※）「定住率」：基準年の人口に対する，次の５年間の転出者を差し引いた人口の割合。 

「転入率」：基準年の人口に対する，次の５年間の転入者数の割合。ただし，死亡者数を 

差し引くことで自然減の影響を排除している。 

 

【定住率と転入率の関係】 
※１５～３４歳の女性人口について，平成２７年の人口に対する，令和２年までの５年間の

定住率を横軸，転入率を縦軸にとり，県内市町の位置をグラフ化したもの。 

※定住率と転入率の合計が１００％となる点を結んだ線（青の実線）よりも上側にある市町

では人口が増加，下側にある市町では人口が減少しており，左上ほど転入率の影響が大き

く，右下ほど定住率の影響が大きいことを示している。 

 
総務省「国勢調査」（令和２年），厚生労働省「人口動態調査」（平成２７～令和２年）をもとに作成  
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 (3) 人口移動に関わる希望の分析 

  ア 地域選択の重視 

公益財団法人中国地域創造研究センター「中国地域白書２０２３」によると，

中国地方出身者の「（大学等への）進学，就業，結婚の各ライフステージにおけ

る地域選択の希望（地元にとどまりたいか，地元外に出たいか）」を，「ライフ

ステージの選択を重視する者」，「地域選択を重視する者」，「ライフステージの

選択と地域選択が中間的な（どちらともいえない）者」にタイプ分けした場合，

中国地方出身者の一般的傾向として，進学，就業，結婚のいずれにおいても，

ライフステージの選択と地域選択が中間的な（どちらともいえない）人の割合

が最も多くなっている。 

また，地域選択を重視する人の割合が，ライフステージの選択を重視する人

の割合よりも大きくなっている。 

 

【中国地方出身者の一般的傾向】 

 

 

 

公益財団法人中国地域創造研究センター「中国地域白書２０２３」をもとに作成 
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  イ 大学進学等における選択 

呉地域（※）出身者の大学等進学における地域選択の希望をみると，地元外

への進学を希望する割合が大きい一方で，その理由をみると，ライフステージ

の選択を重視する人（Ａ１・Ａ２）よりも，地域選択を重視する人（Ｂ１・Ｂ

２・Ｂ３）の割合が大きくなっている。 

このため，進学後のＵターン促進に向けた取組や，地元に残りたいと思える

ような雇用の創出，特に，若者や女性にとって働きやすい，魅力的な雇用を生

み出す取組を進めていくことが重要と考えられる。 

（※）公益財団法人中国地域創造研究センター「中国地域白書２０２３」において，呉市・江

田島市を呉地域として調査を行っている。 

【大学等への進学における地域選択の希望と理由（呉地域）】 

 

大学等における地域選択の希望（呉地域） 

地元の大学等に 
進学したかった 

地元外の大学等に 
進学したかった 

進学する地域にこ
だわりはなかった 

地元には大学等 
の立地はなかった 

22.6％ 34.1％ 21.3％ 22.0％ 

 

公益財団法人中国地域創造研究センター「中国地域白書２０２３」をもとに作成  
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  ウ 就業における選択 

呉地域出身者の就業における地域選択の希望をみると，地元での就業を希望

する割合が大きく，その理由をみると，地域選択を重視する人（Ｂ１・Ｂ２）

や，ライフステージの選択と地域選択が中間的な（どちらともいえない）人（Ｃ

１・Ｃ２・Ｃ３）の割合が大きくなっている。 

このため，地元に残りたいと思えるような雇用の創出，特に，若者や女性に

とって働きやすい，魅力的な雇用を生み出す取組を進めていくことが重要と考

えられる。 

 

【学校卒業後の初めての就業における地域選択の希望と理由（呉地域）】 

 

初めての就業における地域選択の希望 

地元で働きたかった 地元外で働きたかった 
働く地域にこだわりは

なかった 

42.6% 34.2% 23.3% 

 

公益財団法人中国地域創造研究センター「中国地域白書２０２３」をもとに作成  
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  エ 結婚における選択 

呉地域出身者の結婚における地域選択の希望をみると，「結婚後も地元で暮

らしたかった」，「結婚後に暮らす地域にこだわりはなかった」の割合が大きく

なっている。 

このため，呉市内で結婚相手が見つかれば，結婚後も呉市内に居住する可能

性が高いと考えられることから，女性が住み続けたいと思う住環境の整備や，

働きやすい就業環境の整備などを進めていくことが重要と考えられる。 

 

【結婚後における地域選択の希望と理由（呉地域）】 

 

結婚後における地域選択の希望（呉地域） 

結婚後も地元で暮らしたかった 
（結婚を機に地元に戻りたかった） 

結婚を機に
地元を出たか

った 
結婚後に暮らす地域
にこだわりはなかった 

結婚を機に地
元に戻りたいと
は思っていなか

った 

42.7％ 15.7％ 25.3％ 16.3％ 

 

公益財団法人中国地域創造研究センター「中国地域白書２０２３」をもとに作成  
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 (4) 呉市内の高校生の希望 

  ア 進学・就職を希望する地域 

呉市内の高校生の進学を希望する地域をみると，広島県内（呉市以外）が最

も多く，次いで広島県以外の中国圏や大阪圏が続いており，市外の大学等への

進学を希望している高校生が多くなっている。 

また，進学で広島県外を希望する高校生の大学等の卒業後のＵターンの可能

性についてみると，「まだ考えていない」と回答した割合が大きく，Ｕターン

を促進するための市内企業の魅力や就職情報の継続的な発信，インターンシッ

プ支援，就学生支援金事業などの取組を進めていくことが重要と考えられる。 

さらに，高校卒業後に就職を希望する地域をみると，呉市内が最も多い割合

を占めるものの，市外での就職を希望している高校生も多くなっており，市内

企業の魅力や就職情報の継続的な発信などの取組を進めていく必要がある。 

 

【高校卒業後に進学を希望する地域】 

 

 

【進学で広島県外を希望する高校生の大学等の卒業後のＵターンの可能性】 

 

呉市「令和６年度呉市・若者（高校生）の定住志向に関するアンケート調査」をもとに作成  
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【高校卒業後に就職を希望する地域】 

 

呉市「令和６年度呉市・若者（高校生）の定住志向に関するアンケート調査」をもとに作成  
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  イ 就職を希望する業種 

高校卒業後に就職を希望する業種についてみると，製造業が最も多く，特に

男性で多くなっている。女性においても製造業が最も多いが，男性に比べて医

療・福祉や金融業・保険業を希望する割合も多くなっている。 

一方で，大学等への進学・卒業後に就職を希望する業種をみると，医療・福

祉や教育・学習支援業，情報通信業などが多くなっており，高校卒業後に就職

を希望する業種と大きく異なっている。 

また，希望する業種が全体的に多様化しており，大学等への進学・卒業後の

呉市での就職を促進するためには，医療・福祉や教育・学習支援業などの希望

上位の業種に加え，多様な職業選択肢を確保することが重要と考えられる。 

 

【高校卒業後に就職を希望する業種】 

 
呉市「令和６年度呉市・若者（高校生）の定住志向に関するアンケート調査」をもとに作成  
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【大学等への進学・卒業後に就職を希望する業種】 

 
呉市「令和６年度呉市・若者（高校生）の定住志向に関するアンケート調査」をもとに作成 
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 (5) 地域選択の希望に影響を及ぼす「地域との関わり」 

「中国地域白書２０２３」では，中国地方出身者の「地元との関係性（※１）」

及び「生活利便性（※２）」に対する評価についての調査・分析を行っている。 

中国地方における地域別の「地元との関係性」，「生活利便性」の評価をみると，

「地元との関係性」については，鳥取，米子，松江などで評価が高く，呉地域の

評価は，中国地方の平均値よりも低く，他の地域と比べて低いグループに位置し

ている。 

また，「生活利便性」については，倉敷，広島などで評価が高く，呉地域の評価

は「地元との関係性」と同様に中国地方の平均値よりも低くなっている。 

このため，生活の利便性の向上とともに，若者にとって魅力的なまちづくりの

推進など，地元とのつながりを強めるための取組を進めていくことが重要と考え

られる。 

（※１）「地元との関係性」：地元とのつながりの強さを意味し，意識調査における「地元の人々との

人間関係」，「地元の風景・文化等に対する感じ方」，「地元と自分自身との共通点」などの主

観的な評価を指標化したもの。 

（※２）「生活利便性」：意識調査における「買い物・飲食」，「医療サービス」，「通勤利便性」などの

地域特性に対する主観的な評価を指標化したもの。 

 

【出身者の「地元との関係性」の評価】 

 

公益財団法人中国地域創造研究センター「中国地域白書２０２３」をもとに作成  
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【出身者の「生活利便性」の評価】 

 
公益財団法人中国地域創造研究センター「中国地域白書２０２３」をもとに作成 

 

  

1.05 1.09 

0.78 

0.90 

0.35 

1.05 

1.34 

0.78 

1.25 

0.70 
0.78 

1.06 

0.47 

1.01 1.00 
0.93 

0.22 

0.77 

1.06 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

鳥
取

米
子

倉
吉

松
江

浜
田
・
益
田

岡
山

倉
敷

津
山
・
真
庭
・
美
作

広
島

呉 三
原

福
山
・
笠
岡

三
次

下
関

宇
部

山
口

萩 岩
国
・
柳
井

周
南

（中国地域平均：1.0）



21 

  ア 呉市の産業構造 

呉市の産業構造をみると，男性では，全国や広島県に比べ，製造業（27.4％）

や公務（14.5％）の就業者構成比が高く，年齢別構成比をみても，若年層の就

業者が比較的多くなっている。一方，情報通信業（1.1％）や卸売業・小売業

（9.8％），宿泊業・飲食サービス業（2.2％）などの就業者構成比は，全国や広

島県に比べて小さく，年齢別構成比をみても，若年層の就業者は少なくなって

いる。 

また，女性では，全国や広島県に比べ，製造業（12.9％）や医療・福祉（27.3％）

の就業者構成比が高く，年齢別構成比をみても，若年層の就業者も比較的多く

なっている。一方，情報通信業（0.6％）や宿泊業・飲食サービス業（6.3％），

サービス業（4.5％）の就業者構成比は，全国や広島県に比べて小さく，年齢別

構成比をみても，若年層の就業者は少なくなっている。 

 

【産業別就業者構成比（呉市・全国）】 

 
  農林漁業 鉱業，採石業， 

砂利採取業 
建設業 製造業 電気・ガス・ 

熱供給・水道業 

呉市 
男性 2.7 0.0 9.0 27.4 0.7 

女性 2.1 0.0 2.8 12.9 0.2 

広島県 
男性 3.1 0.0 11.1 23.4 0.9 

女性 2.3 0.0 3.1 11.1 0.2 

全国 
男性 3.8 0.1 10.9 19.7 0.7 

女性 2.9 0.0 2.8 10.9 0.2 
       

  情報通信業 運輸業，郵便業 卸売業，小売業 金融業， 
保険業 

不動産業， 
物品賃貸業 

呉市 
男性 1.1 7.4 9.8 1.3 1.3 

女性 0.6 2.0 17.6 2.4 1.2 

広島県 
男性 2.3 7.9 13.6 1.5 2.1 

女性 1.2 2.5 18.9 2.5 1.8 

全国 
男性 4.4 7.7 13.1 1.9 2.3 

女性 2.2 2.7 17.9 3.0 2.0 
       

  
学術研究，専門・ 
技術サービス業 

宿泊業， 
飲食サービス業 

生活関連サービス 
業，娯楽業 

教育， 
学習支援業 医療，福祉 

呉市 
男性 2.7 2.2 1.8 2.9 5.8 

女性 2.3 6.3 4.4 6.4 27.3 

広島県 
男性 3.6 3.2 2.2 3.6 6.0 

女性 2.5 7.0 4.4 6.8 24.2 

全国 
男性 4.2 3.7 2.5 3.7 5.9 

女性 3.0 7.4 4.6 6.4 22.1 
       

  複合サービス 
事業 

サービス業 公務 分類不能の産業  

呉市 
男性 0.7 6.3 14.5 2.6  

女性 0.8 4.5 3.6 2.7  

広島県 
男性 0.9 6.9 5.0 2.9  

女性 0.8 5.2 2.4 3.2  

全国 
男性 0.8 7.2 4.5 2.9  

女性 0.7 5.9 2.4 3.2 （単位：％） 

総務省「国勢調査」（令和２年）をもとに作成  
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【呉市の産業別・年齢別就業者構成比（男性）】 
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総務省「国勢調査」（令和２年）をもとに作成 
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【呉市の産業別・年齢別就業者構成比（女性）】 
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  イ 住みにくいと感じる理由 

市民意識調査における「呉市に住みにくいと感じる理由」をみると，「移動

環境（公共交通機関）」や「買い物環境」が特に多くなっている。 

年代別にみると，「移動環境（公共交通機関）」「買い物環境」に加え，２０歳

代以下では，「通勤・通学」，３０歳代では，「雇用環境」「子育て環境」「家賃・

住宅価格等」，４０歳代では，「雇用環境」「子育て環境」「教育環境」などが比

較的多くなっている。 

 

【住みにくいと感じる理由】 

 
呉市「令和６年度呉市民意識調査」をもとに作成  
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 (6) 出生に関わる要因分析 

呉市の年間の「出生数」と「合計特殊出生率」をみると，出生数については，

平成２２年をピークに長期的に減少している。また，合計特殊出生率については，

令和４年は前年より改善したものの，近年，減少傾向が続いている。 

呉市の「婚姻件数」と「１５～４９歳女性人口」の推移をみると，ともに減少

傾向にあるが，近年では，婚姻件数の減少ペースが１５～４９歳の女性人口の減

少ペースを上回って推移しており，婚姻件数が急速に減少している。 

 

【出生数と合計特殊出生率の推移】 

 
厚生労働省「人口動態調査」をもとに作成 

 

【婚姻件数と女性人口の推移（平成１７年＝１００とした場合）】 

 

呉市「呉市統計書」，総務省「住民基本台帳に基づく人口，人口動態及び世帯数」をもとに作成  
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  ア 晩婚化・非婚化の進行 

呉市の年齢別未婚率の推移をみると，２０歳以上の各世代で未婚率が増加し

ており，晩婚化・非婚化が進行していると考えられる。 

また，呉市の出生順位（※）別出生数の推移をみると，第１子及び第２子の

出生数は，ともに大きく減少しており，近年では，第３子の出生数も減少傾向

にある。 

（※）「出生順位」：同じ母親がこれまでに出産した出生子の総数を数えた順序 

【呉市の年齢別未婚率の推移（上：男性，下：女性）】 

 

 

総務省「国勢調査」をもとに作成 
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【呉市の出生順位別出生数の推移】 

 

呉市「呉市の保健衛生」をもとに作成 
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イ 呉市の出生構造の分析 

令和２～５年の呉市の合計特殊出生率が，同期間の全国の合計特殊出生率よ

りも低い要因として，「女性有配偶率」と「有配偶出生率（※）」をみると，呉

市の女性有配偶率は，各年齢階層とも全国に比べ高い一方で，第１子及び第２

子の有配偶出生率は全国に比べて低く，特に，第１子の有配偶出生率が低くな

っている。 

このことから，呉市の合計特殊出生率が全国に比べ低い要因として，有配偶

出生率の低さ，特に，第１子の有配偶出生率の低さが影響していると考えられ

る。 

次に，令和２～５年の呉市の合計特殊出生率が，平成２３～２７年の呉市の

合計特殊出生率よりも低い要因をみると，令和２～５年の第１子及び第２子の

有配偶出生率が，平成２３～２７年に比べて特に低くなっている。 

このことから，呉市における近年の合計特殊出生率の減少要因として，女性

有配偶率の減少よりも，有配偶出生率の減少の影響が大きいことが考えられる。 

また，第１子の有配偶出生率よりも，第２子の有配偶出生率の低下の方が大

きい。これは，第１子の出生が少なくなっていることに加え，何らかの要因で

第２子を持てなくなっている，または，第１子の出産後に市外へ流出している

などが要因になっていると考えられる。このため，第２子に対する重点的かつ

幅広い支援に加え，子育ての負担軽減の取組，子育てと仕事を両立しやすい職

場環境の整備が重要と考えられる。 

（※）「有配偶出生率」：有配偶女性人口に対する出生数の割合 
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【呉市の出生構造レーダーチャート】 

※令和２～５年の呉市の合計特殊出生率と，①同期間の全国の合計特殊出生率を基準とした

差，②平成２３～平成２７年の呉市の合計特殊出生率を基準とした差に対し，女性有配偶率

や有配偶出生率がどの程度影響を与えているかを指標で示したもの。 

※数値のプラス・マイナスは，基準となる合計特殊出生率との差にプラスの影響を与えている

か，マイナスの影響を与えているかを示し，数値が大きいほど，その影響が大きいことを示

している。 

（①令和２～令和５年の全国の合計特殊出生率を０としたときの指標） 

 

厚生労働省「人口動態調査」（令和２～令和５年），総務省「国勢調査」（令和２年），呉市提供データをもとに作

成 

 

（②平成２３～平成２７年の呉市の合計特殊出生率を０としたときの指標） 

 
厚生労働省「人口動態調査」（平成 23～平成 27 年），総務省「国勢調査」（平成２７年，令和２年），呉市提供デ

ータをもとに作成  
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